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 In order to clarify composition and distribution of micro-particles and crystal orientations in polar ice cores we are developing 
a method using electron microscopy and micro analysis methods which have not been used so far. Here we present our 


















 EBSD(Electron Back Scatter Diffraction)法は試料表面に照射した電子線を回折させ，その回折パターン（菊池線）
から照射箇所の結晶方位を同定するものである．試料は水平から約 70°傾斜させた状態で SEM チャンバー内に静
置し，SEM 電子銃から発せられた電子線は試料表面で散乱，回折し，試料表面から約 2cm の位置にある検出器で




 本研究で主に使用する装置は，SEM（FEI Quanta FEG450），EDS分析装置（Oxforad Instruments X-Max 50），























Fig.1 Sample preparation and cryo-transfer system 
 
4. 進捗状況および展望 
 前述の装置を用いて EBSD 法を行うためには，トランスファーロッドによって SEM チャンバーに挿入できる大
きさであり，試料を水平から 70°の傾斜状態に固定する試料台が必要である．このため，我々は長さ，幅，高さ
がそれぞれ約 12mm の EBSD 分析用試料台を作製した．これは試料固定面が 45°傾斜しており，SEM チャンバー
内で試料台を固定したステージをさらに 25°傾けることによって試料が 70°傾斜することを実現させる． 













        
  















SEM chamber Transfer rod 
(a) Sample preparation at the preparation deck (b) Sample transfer by the rod 
